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I はじめに
高校生は、青年期特有のさまざまな心理的課題
を克服する時期にあたる。国語教育に臨床心理学
の視点を加えた実践を通して、生徒のこころが成
長することを考えてみた。そこで、文学を臨床心
理学の視点で読み解き、カウンセリング理論を生
かした指導方法を取り入れて国語の授業で読むこ
と、表現することを行った。この実践を踏まえて、
文学が、発達課題上の問題を乗り越える一助とな
りうることを、検証してみたい。
国語の授業を通して、生徒はさまざまな成長を
見せる。その中で、作品が,いに与える力を感じる
ことがある。そのきっかけとなったのが以下の手
紙である。
友人との葛藤の中で悩む自分の姿を夏目漱石
「こころ」の中に見つけた生徒A子から、卒業式
にもらった手紙を挙げる。
今思えば昔の自分は本当にあほですね。まあ必
死な姿は若いと思うのですが、“大人"という単
語に固執しすぎて、あほになっていましたよ。大
人になれないから逆に 「大人なんて大嫌い」と叫
んでいたのですよ。そして、ここだけの話ですが・"
理想の姿であるB子が目の前にいて本当…ウザく
て仕方なかったです。自分はその姿になれないか
ら…どんなにちょっと人生経験豊富そうな事を言っ
たところで、子供は子供。あたしがほしい才能を
持っているあの子をつぶしたくて仕方ありません
でした。また…そんな自分が嫌で泣きました。あ
～めちゃくちゃめちゃくちゃ。まさにそのころに
「こころ」を読んでいました。(注、現代文の授業
のあと引き続き文庫本を購入し持ち歩いて読んで
いた)
まあ…今もたいして大人になっているとは思い
ません。むしろ子供に戻ったかと。わがままで…
昔より我慢ができなくなっているような気がしま
すわ。人とは本当に愚かな生き物で…気付けば同
じ事を繰り返してもう二度としないと誓ってもい
つかは繰り返す。けれど…全く同じというわけで
もないと少しずつ少しずつ同じ事を繰り返して死
ぬまで学んでいくのですね。道を間違えないで生
きるなど…きっと無理なのでしょうね。
この手紙が感謝の手紙ではなく告白だ…暴露だ
卒業後再びA子からもらった手紙から引用する。
「内心 『大人なんて嫌い』と思っていたり、
『自分はいてもいなくてもどうでもいい存在なん
だ』と思ったり他いろいろとあほなことをあのこ
ろは考えていました。当時の私にとってはそれが
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大きく苦しい悩みでした。…… (中略)あのころ
は、ただただ寂しかったんだと思います。でもそ
れも認めたくなくて泣くことすら許せなくて、虚
勢を張ることで 『自分の理想の姿』は守れても
『現実の自分』はぼろぼろでしたね。当時は何を
見ていたのか…… (中略)『自分は他の皆より大
人な考えだ』とひそかに思い人の上に足を置いて
いました。だから先生から大人だといわれるB子
がにくくて仕方ありませんでした。
昔だったら他から周りからの評価を求めて、評
価をいってくれなきゃすねたりひねくれたりして
いましたが、今は他者からの評価は求めないよう
にしています。といいますか、求めたって仕方な
いと考えるようになったからですね。
A子の手紙の中にある 「道」「理想」「人の上に
足を置く」「寂しさ」といった語句は 『こころ』
の本文と同様の表現である。「孤独」「恐れ」「プ
ライド」に関係する部分に書かれている語句であ
る。また、内容は発達課題の段階と克服に広く重
なる。この生徒はリストカットを繰り返し、母親
に対して兄弟の中で自分はかわいがられていない
のではないか、甘えたい気持ちがあるのに誰にも
甘えたくない、自分の進路を決める上で、相談し
て誰にも批判されない将来を選びたいけれど、自
信がない、大人になりたくない、友人へのねたみ、
自分の弱さを誰にも知られたくない、できないこ
とをたくさん抱えた自分を認めたくないといった
悩みを抱えて高校 2, 3年の間苦しんでいた。そ
んなときに 『こころ』をA子は授業で読んだあと、
自ら文庫本を購入し、カウンセリングのために心
療内科に行くときも持ち歩いていた。このように、
『こころ』は青年期にある生徒に大きな影響を与
え、発達課題に合った内容を持つといえる。
現代文の授業や教材は、学力、読解力を高める
ことはもちろんだが、′らヽの成長につながっている
ことを日々感じる。
そこで、国語の時間を通して、生徒たちが内面
も成長し、思春期の揺れ動く時期を乗り越え、不
安や悩みを持ちながらも自分とは何かを探求し、
アイデンテイテイの確立に近づけることができた
ら、と考えるようになった。
Ⅱ 発達課題
思春期、青年期という時期にあたる高校生は、
親から与えられた世界を一度破壊し、自己の世界
を再構成する時期である。大きなエネルギーをも
つ時期である反面、不安定でもある。その時期に
「ことば」を意識し、自分を 「語る」ことには大
変な意味を持つと考える。
馬場祀子 ・永井撤によると思春期 (高校生)は
心理的にも社会的にも子どもから大人への過渡期
である。親からの精神的自立を始めると共に、同
性の友人との親密さを深め、関心が異性へと向か
う時期である。また、この時期には自我の目覚め
により、自己や他者からの評価に関心が集中する。
その結果、思春期における自己評価及び他者から
の評価は他の発達段階にもまして自己の形成に大
きな影響を与える。自己を過小に、もしくは過大
に評価する傾向が現れる。
アイデンティティを獲得することが青年期の大
きな課題であり、アイデンティティの危機が前提
となっている。この危機を乗り越えて社会的存在
としての主体性を確立し、成人期への移行が可能
になる。
Ⅲ 現状と仮説
最近の子どもたちから感じられる特徴として、
「表現力に乏しく、語彙が貧困であるため、自
分の伝えたい内容が自分で満足できる程度まで相
手に伝えられないことからいらだつ。」「理解して
もらえないことから怒りの感情を持つ。」「自己中
心的なものの考え方をしやすく、相手の表現する
言葉や文章を、相手の立場や気持ちまで配慮し、
理解して受け取ることができない。感情的になる。
表現する能力、理解して受け止める能力に欠ける
ことが増えている。」「思いやり、謙虚さといった
感情そのものが欠如している。人の話をきちんと
聞くことも苦手である。都合のいい解釈をして、
自己中心的である傾向が強い。」といったことが
挙げられる。
これらは、ことばで自己表現することで感情を
認識 ・整理できていないことから起こる問題では
ないだろうか。
現代文と国語表現、総合的な学習の時間におい
て、「読み」と 「表現活動」を通して、「語り」に
よる自己治癒力の可能性があると考える。授業を
通して、自分を投影できるような作品を読み、ク
ラスメイトと相互交流することで、広く互いを理
解し、その理解をクラスで共有できる体験が、自
分を受け入れられたという気持ちを生むことがあ
るか検討したい。
国語の学習と共通点があると考えていたナラティ
ヴ・セラピーと思いやり育成プログラム、日記、
書簡法を参考に実践を行った。
①ナラティヴ・セラピー
下山によると、自分について人に語ることが、
他者に対して自分とは何者であるかを示すと同時
に語っている自分自身に対しても確かな自己とい
う感覚をもたらす。問題を抱えるクライアントの
持つドミナント・ストー リー を改め、新しいストー
リー であるオルタナティヴ・ス トー リーの創出を
クライアントたちとともにロオ旨す。ス トー リーは
人々の相互作用を通じて生まれると考えられる。
野口によると、セルフ・ナラティブには 「物語」
と 「語り」の意味がある。つまり、自己について
物語る、自己を語る行為そのものが自己をつくっ
ている。自己は物語の形式で存在し、自己につい
ての語りがそのつど、自己を作り直していく。自
己について語らなければ自己は不確かなものになっ
てしまう。自己の物語は、その語りを聞き取って
くれる人に向かって語られなければならないとい
う。
②思いやり育成プログラム(VLF)
渡辺弥生は、自分の考えを相手にわかるように
伝えること、相手の考えを推測すること、対人葛
藤を避けず問題解決する力を基本的なソーシャル
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スキルとしている。
その授業方法は以下の通りである。
導入 ステップ 1:結びつくこと (教師の話)
展開 ステップ2:討論すること (ペア活動、パー
トナー ・インタビュー)
ステップ 3:実習すること (ペア ・ロール
プレイ、問題解決 ABC、葛藤のエスカレー
ター)
終末 ステップ4:表現すること、日記 (自分に
対 して)、手紙 (相手に対 して)、物語創作
(第二者に対 して)、役割交換法
不安定な思春期は、文学の永遠のテーマでもあ
る。実際にどのような小説が′らの変化を生むのか、
変化のきっかけになるのか、事前 ・事後にアンケー
トを実施することにした。
三年生の三学期に生徒にアンケー トを取り、国
語の学習、教材 とその影響について調査 した。
120人中52人が 『こころ』に一番影響されたと答
えた。以下、『檸檬』『はなさない』『羅生門』『山
月記』『源氏物語』などと続 く。 この結果を=、ま
えて考察 してみると、生徒たちが影響される作品
には、身近な状況設定、友情、自己の内面を掘り
下げた内容、告白といったことが特徴としてあげ
られる。そこで 『こころ』を取り上げる中で、生
徒のこころの変容を追うことにした。
次に読みと表現両面で、心を豊かにできる試み
本を読んだことで癒された
経験は
ありますか ?
どちらと
もいえ
ない
32%
いいえ
33%
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を考えた。
<小説教材を通して内面を豊かにする。>
・ 『沈黙』→ 『読書人による読書論』→
『こころ』→ 『こころ』に関する柄谷行
人の評論
・ 書 くことで自分を発見、形成する。
→再認識する。
→他者と交流
→言動の変容
他者と自己認識の問題に目を向ける。
授業事前アンケートから
①日常生活で最近ストレスを感じていますか?
いいえ
34%
どちらでも
ない
鰯
②学校生活で今まで友人間の時 ブルについて
深く悩んだ経験はありますか?
③どんな内容の悩みですか?
?
?
?
?
④自分の気持ちの変化を感じるために、どんな内
容の文学作品を読んでみたいですか?
Ⅳ 実践 『こころ』夏目漱石
1 作品について
『こころ』は現在も、多くの教科書に採用され
ており、世代を越えた不朽の名作として、心に残
る本の上位に入っている。漱石が 「自己の心を捕
へんと欲する人々に、人間の心を捕へ得たる此作
物を奨む。」と広告に載せたように、この作品を
通して、思春期の生徒たちに 「こころ」と向き合
う機会を持たせたい。現代に至っても、この作品
は大人になる通過儀礼、イニシエーションとして
読むことができる教材であると考えた。
2 授業の構成
一次 漱石の人物の紹介と作品について、事前に
長期休業中の課題として調べさせる。文庫
本 『こころ』を全員購入し、あらかじめ渡
しておく。
二次 語句の確認とあらすじ、教科書に載ってい
ない部分との関係を中心に作品の構造を確
認する。
二次 事前に生徒の気持ちなどをアンケートする。
かるたとりの場面から全体で読み進める。
四次 グループ学習を行い、疑問点、読解上必要
な課題を考えて、グループごとにまとめ、
発表する。
五次 Kの自殺の理由、私とKの人物像、大人に
なるということ、お嬢さんへの愛、こころ
の主題、こころのとらえかたについて話し
合いを行う。メールやブログを活用して生
徒の意見を求めることを試みる。アンケー
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卜で生徒の変化を確認する。         (恋愛)
六次 柄谷行人 『漱石の多様性一 『こゝろ』をめ   ・ 恋をすることで人が変わって周囲の人を傷つ
ぐって』を読み、自分たちの読みと比較し、     けることがありそれを自分で気づくことの大
発展させて考える。(新たな観点を持つこ    切 さ
とで、もう一度小説を読み返した生徒も現   ・ 恋 と友情 ・人間は追いつめられたらどうなる
れる。)                    か 。一生背負わなきゃいけない罪 ・金銭と恋
七次 登場人物に宛てた手紙を課題とする。       愛 をめぐる確執 など
(時代)
3 実践                     ・ 現代の寂真 ・同時代文明への批判 ・明治とい
(1)生徒の作品の捉え方               う時代について・サスペンス・終わる明治と
最初は長い、難しそうなどと抵抗を示した生徒    矛 盾するこころ など
もいたが、授業を進めるうちに、自然と自主的に   (人間性)
文庫本で作品のすべてを読むものが増え、感想を   0 人の運命 0人、未来 など
‐  授 業以外の場面で話しかけてくるようになるなど、
少しずつ漱石の魅力に近づいていった。       問 3 本文中で印象に残った言葉は?
・ 精神的に向上心のない者はばかだ。 34人
‐   間 1 人の 「こころ」はどんなものだと考えます   。 恋は罪悪ですよ 9人
|      か。本文中に出てくる感情、考えを表す語   ・ 覚悟?覚悟ならないこともない 7人
|      のうち、自分が普段感じていなかった感情   ・ おれは策略で買っても人間としては負けたの
はどんな言葉ですか?              だ 7人
1      軽蔑 犠牲 侮蔑 超然 復讐 切ない    。 人間全体を信用しないんです。 ・正直な道を
愴然  同情 街往 覚悟 強情 優柔      歩くつもりでつい足を滑らした。 2人
残酷  倫理的弱点をもつ 煩悶 澳悩    ・ もっと早く死ぬべきだのになぜ今まで生きて
1      弱い人間  狡猾 強い人間 苦しい 悔    い たのだろう 6人
1      恨 利己心 羞恥 余裕 自尊心 善良    ・ もう取り返しがつかないという黒い光が私の
単純 向上心 我慢 勇気 正直 恐怖     未 来を貫いて  2人
熾烈な感情                 ・ 貴方は死という事実をまだまじめに考えた事
がありませんね
問2 小説のテーマは何だと思いますか。(漱石   ・ 私は寂しい人間です 2人
の描きたかったものは?)           ・ ばかだ、私はばかだ
(こころに関すること)              ・ そうして振り返って、お、すまにほとばしって
・ 心の弱さ0人の心の本質 ・人間の心の深さ・     いる血潮を初めて見たのです。
人それぞれの感情や考え方の違い・様々な感   ◆ 今、お帰り?・復讐心 ・魔法棒のために一度
情が交錯する中生きていかなければならない     に化石された 2人
人生の難しさ・私 (先生)のこころ・私の心   ・ 人間の罪 ・明治の精神 ・それでも私はついに
の葛藤 0人の心など               私 を忘れることができませんでした。
(人間関係)                   ・ もし相手がお嬢さんでなかったならば、私は
。 人間関係の難しさ。世の中の人との関わりあ     どんなに彼に都合のいい返事をその渇き切っ
いから生じる愛情、同情、敵対心のうつりか     た顔の上に慈雨のごとく注いでやったか分か
わり。信頼、裏切り など             りません。私はそのくらい美しい同情を持っ
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て生まれてきた人間と自分ながら信じていま
す。 ・要するに私は正直な道を歩くつもりで、
つい足を滑らしてしまったばか者でした。
・ 単なる利己心の発現でした。
・ 冷評のうちには君が恋を求めながら相手を得
られないという不快の声が交じっていましょ
う
・ 私の過去を訂いてもですか
印象に残っている場面はKが自殺する場面が圧
倒的であった。
事後アンケー トよリ
①授業の中で『こころ』を読んでみて、
自分の内面に影響を与えたと思いますか?
どちらとも
いえない
43%
②友人関係で現在悩みがありますか?
いいえ
③作品は興味深かつたですか?
どちらでも
ない
33%
④登場する人物に共感するところがありました
か ?
⑤共感した人物は誰ですか?
どちらも
先生
78%
⑥学習を通して、日常生活のストレスや悩みと
関連して読むことができましたか?
はい
16%
どちらで
もない
54%
(2)プログの利用について
授業で行った作品についてテーマ、感想や意見
を幅広く集め、参考にする。また、考えを示して、
生徒と交流を深め、各自の考えを深める一助とす
る。
授業で行った作品に関して、教師が批評、感想
などをプログに載せ、生徒がそれに対してコメン
トできるようにして、語りの場とする。
原稿用紙を見ると書けなくなる生徒、メールな
ら多くを語ることができる生徒、パソコンを馬区使
する生徒。手書き中心の活動はもちろん大切だが、
現在の高校生は、自宅でのパソコン、携帯電話も
含めたメールの利用が生活の中で大きな位置を占
めている世代である。
日頃の授業では、なかなか見せることのない自
由で、率直な文章を書くことができるのではない
だろうか。ペンネームの使用も生徒にとっては魅
力的と考えられる。また、普段なかなか授業で意
見を交わせないタイプの生徒と交流ができ、生徒
の興味関心を引き込むことができないかと考えた。
田村毅によると、先生が苦しんだのはKの遺書
に先生の裏切りに対する悪口が書いてなかったか
らこそではないかと。僕がそう思ったように。さ
て、この作品を読んで謝る決心がつきました。僕
にインターネット・セラピーとはメールのやりと
りによる個人セラピーである。メニルは相手への
メッセージであると同時に、自分語りでもある。
過去の体験を語り、新たな自分を見いだしていく
プロセスをそのままメールの文章として保存する
ことで、自分というアイデンティティの軌跡を明
確にできる。
パソコンによるメールの特質として、寡黙で、
しゃべるのが苦手な生徒も、メールではよく自分
を表現することができている。また、自分の書い
たものを読み直すことで、思考を言葉で表現する
ことができる。
また、インターネット・セラピニの特徴は書き
ことばである。森田療法では日記指導が行われる。
クライエントが一日の行動を言己載して、セラピス
トが毎日コメントを付して返却する。ナラティヴ・
セラピーでも、面接と平行して、手紙を積極的に
利用している (white、1990)。インターネット・
セラピーは話し言葉を全く使わず、書き言葉のみ
で構成する点が従来にない画期的な特徴である。
セラピーは結局自分を語ることが八割を占める。
セラピーは、基本的に気づきといった新しい情報
新たな理解は自分自身に内在している。書き言葉
として明確に気持ちを表現することになる。
文学では比喩を用いて、心的世界を、間接的に
表現する。そのように表現することで、癒される
場合もあるだろう。私小説は作者の心的世界を隠
喩的に表現することで、そこに込められた心情や
感情を読者に伝えようとする。読者は文学表現を
自分のコンテクストに引きつけることで、自分の
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心的世界の中に作者が意図した世界を見いだし、
だぶらせることで作者と共感し、癒される。読者
が共感することで、作者も癒される。インターネッ
ト・セラピーでは、自分の気持ちを全て文字に翻
訳する点で治療的といえる。
以下に生徒のメールを挙げる。
<授業では積極的に意見を出せないおとなしい女
子生徒のメールから>
ブログの方に書くのはちょっと嫌だったんで、
メールの方にしました。Kの自殺の原因は?と
いうことだったんですけれども、私は、Kの生
まれもっての性格が一番の原因だと思うんですよ。
「私」に裏切られたことも、平生の主張が貫きと
おせなくなったこともすべて1人で考え込んでし
まったから、結果的に 『自殺』にまで至ったので
はないかなと。Kが もっと自分の気持ちを言葉
にするのが上手な人で話が変わるんですけど、
『こころ』を読んであったなら『自殺』はしなかっ
たと思います。 て、「私」ってすごく人間的だな
と思いました。嫉妬や誰かに勝ちたいという思い、
恋心はKに も共通するものですが、行動がKよ
りも 「私」のほうが人間らしくないですか?文章
の内容をそのまま受け取ると、「私」は卑怯で悪
い印象が大きいですが登場人物のなかで誰よりも
人間的で、私は嫌いにはなれません。では、ここ
ら辺で終わります。宿題のプリント・・・・頑張っ
て書きますね。
(3)登場人物に宛てた手紙
新しい白い便せん、封筒をそれぞれ配布し、登
場人物へ宛てた手紙を課題とした。提出率は普段
以上によかつた。手紙は書きにくいという生徒も
いる反面、原稿用紙と異なり、自由に書くことが
できたようだ。内容は一人ひとり自分と照らし合
わせた告白となった。
作品①
先生へ
僕と先生の性格はとても似ていると思います。
そうでない3、りをして実は策略家な点や、誰かが
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『認めてくれる』ことに価値を求める点、真面目
なわりにはあっさりと自分を裏切るところなどは、
まさに僕と同じです。
僕もかつて一度友達の気持ちを裏切ったことが
あります。まだ詳しく書きたくないので書きませ
んが、僕が彼を裏切った後、あなたにとってのK
であるように、表面上のつきあいは全く変わりま
せんでしたが、それが故に、僕も先生と同じよう
に悩み苦しみました。そのことを怒って無視され
た方が謝ることもできたのに彼はそうしてくれな
かったのです。僕も先生と似た経験をしているの
で、先生の苦しみはとても理解できました、それ
と同時に、過去を思い出し、胸がとても痛みまし
た。ですが先生と僕にはとても大きな違いがある
ことに気づきはっとさせられました。僕は謝ると
いう行動にまで至りませんでした。それに対し、
先生はKに話をする決意をしていました。先生は
Kの死によって謝れなかったけれど、僕の場合は
まだ相手も生きています。先生はKの死によって
謝ることができませんでしたが、僕の場合はまだ、
相手も生きているのです。これが先生と僕が違う
人間であると改めて理解させてくれました。
先生は利己心からKを裏切り、そしてKの遺書
を読んでほっとしていました。そのことを批判す
る人も多いでしょうが、僕は仕方のないことだと
思います。誰だって、そういった悪い心はあるの
ですから。
最後の最後に先生は自殺してしまいました。そ
れほどまでに先生は自己嫌悪に陥っていたのだろ
うと僕は思いました。あとこれは違うのかもしれ
ません勇気をくれてありがとうございます。罪に
苦しんだ半生、お疲れ様でした。
作品②
先生へ
こんにちは。私は 「こころ」を読んであなたに
一番共感しました。
初めの 「私」と鎌倉の海岸で出会った場面を読
んでいて、あなたを 「変わった人だな」と思いま
した。「私」とあたたかく接しているけれど、そ
の言葉には束Jがあったり暗かったりしていたから
です。
私はまだ16年しか生きていないので、恋とか結
婚に悩んだことはありません。でもこれからいろ
いろあなたのように悩んだりくるしんだりするか
もしれません。明治の恋模様は平成の今でも読ん
でいて新鮮なものがありました。恋する気持ちは
どんな時代でも変わらないものなのかもしれませ
んね。さっき書いたように私は恋で悩んだことは
ありませんが、自分の気持ちを伝えられずその人
との関係が崩れてしまった事があります。私はお
となしい方で思ったことがはっきり言えない人で
す。その人とは私の些細な一言で気まずくなりま
した。私は謝ったつもりだったけどその人に伝わ
らなかったらしく、結局今でも仲良くなれずにい
ます。
こんな私のことをあなたはどう思うでしょうか。
私とその人との関係はあなたとKの関係に似てい
ると思います。私もあなたも思いをその人に伝え
ればうまくいったのです。
あなたはKにお嬢さんに対する気持ちやこれか
らどうしたいかということを伝えたかったのです
よね。そうしなかったからKが死んでしまったこ
とを後悔していますね。自分の死で今までを償う
という発想は私は好きです。でも私はその人のた
めには死にたくないです。だからせめて自分の思
いをその人に伝えていきたいです。時々授業で会
う機会があるので無理せずに少しずつ伝えて行き
たいです。
最後に一言。あなた つまり先生、私のこころ
の痛みを考えさせてくれてありがとう。
作品③
感情を表す言葉がたくさん出てきましたが、私
も結構当てはまるものがたくさんありました。例
えば 「寂しさ」「孤独」という感情は結構日常に
感じると思いますが、こんな似たような意味の言
葉でも中身は少し違うと思います。「寂しさ」と
は結構一時的な感情であり、「孤独」とは 「寂し
さ」にずっと落ちていって+「怖さ」などを付け
加えて初めて感じる感情だと思いました。
(後略)
作品④
Kへ
私に最後心のゆだねられるお嬢さんを取られま
した。私に謀られたのです。全てが嫌になって最
後に自殺。正直つらいと思ったけど自殺するのも
馬鹿です。そう思いました。自殺は逃げでしかあ
りません。もう飽きていると言ってもいいくらい
です。楽しくない、笑ってもそれは表面の顔です。
「殺す」「死ねばいい」「うざい」と人はよく使い
ます。大嫌いな言葉です。聞こえるのは雑談とは
じゃぐ奴らのうるさい音。自分は考えることをよ
くします。そして時々一人になった感じもします。
聴きたくないのに耳に入ってくる周りのノイズ。
こんな世界としか思えてないのに自分はいつも通
り学校に来ます。倒れて病院に行きたいと何度も
思っていますが、一度も倒れたことはありません。
理性が止めるから、そう育てられたから。よく自
分よりもつらい人はいっぱいいると教えられまし
た。こう思うことも逃げなのかもしれませんが、
自分よりもつらい人…と思うことで頑張っていま
す。当然自殺は考えても理性が止めます。何でこ
んなに理性が強くなっちゃったんだろう。
作品⑤
奥さんへ
人間誰にもいえない秘密を持っている。そして
それがあなたを心配させてしまうもととなってい
る。そしてそれがあなたにJとヽ配かけたくないと思っ
ている愛するという気持ちが先生にある限りどう
して先生があなたを困らせたいと思うでしょうか。
絶対そんなことはありません。先生は真面目な方
です。一度好きになったあなたへの気持ちを曲げ
るようなことはしません。あなたは素直です。だ
からこそあんな風に態度として出てしまったので
しょう。
あなたは先生の妻であるかた先生の事を一番よ
くご存じです。先生の解しがたいき情はあなたの
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悩みでしょう。愛する先生が分からなくなるのは
苦しいことです。でも、そのような事は近く親密
な関係ほど起きる事だと思います。私は今、父と
ギクシャクし、父のことがよく理解できません。
あまり言葉も交わしていません。父とどう接した
らよいか分かりません。だから毎日が少し憂鬱で
す。そんなとき 「こころ」のあなたの心情におゝれ
ることになり考えてみました。あなたと私の分か
らないは違うと思いますが、こんな風に考えなが
ら付き合うのは親しい関係だからだと思います。
だから私は待つことにしました。自分の心に変化
が起きるきっかけがくるまで。
あなたも待ってみると良いと思います。先生が自
分の秘密を話すまで… (略)
作品①は、兄弟に対して悩みを持つ生徒が書い
た手紙であるが、過去に裏切った友人に対して謝
りたいという気持ちを持つまでの変化が文章を書
いている間に起こったように読むことができる。
この手紙をきっかけに筆者に本人が悩みを打ち明
け話をすることができた。②では①と同様にあの
とき謝れれば、という悔いとこれから何か行動を
起こしたいという気持ちが感じられる。従来おと
なしい生徒であったが、友人に対して積極的に接
する気持ちが芽生えていた。③では感情に関する
言葉を挙げて読んだことで、言葉と自分の気持ち
の差異に気付き、自分なりの言葉を持つことに結
びついたとしている。④の生徒は母親が健康面で
不安のある状態であったときに書いたもので、周
囲の人に対して不安定な言動が見られた時期であっ
た。そこで、この手紙をきっかけに、担任と面談
があり、精神的に安定に向かわせることができた。
授業で臥せってしまうことも少なくなり、友人や
教師と交わす言葉も増えた。⑤についてはおとな
しい女子であり、妻に対する思いやりとともに、
現在理解できないところのある自分の父に対する
感情の整理をして自分に言い聞かせるように書い
ている6
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V まとめと考察
夏目漱石の作品を取り上げる中で、生徒たちは
さまざまな変化を見せた。一人一人の心のもちよ
うはさまざまであるが、刺激し合う授業の中で、
生徒の心の変化を感じることができた。
文学作品の中でも、告白形式の作品を重ねて読
むことで、自らを振り返り、自らを語ることがで
き、作品の中の言葉を自分のものとして受け止め
ることができたように思う。
〈手紙〉
親しみやすいビデオやテレビやインターネット
以上に効果的と思われたのは、「読書すること」、
「文学を通して学ぶこと」、「手紙で自分を表現す
ること」であった。小説教材を通して、登場人物
の生き方、考え方をより深く考え、「語り」とい
う形式で登場人物に宛てて、自分なりに告白形式
の作品を作り上げることができた。手紙の形式を
取り、改まって便せんと封筒を実際に使うことで、
生徒は、普段の生活の中では語らないことを、実
に素直に語ってくれた。手紙は、書いた後、自分
で封をして、読む相手を限定することから、心に
区切りをつけることができるのかもしれない。自
己理解、相互理解に効果があると感じた。作品全
体を読み直し、自分なりの読みを行い、現在の自
己を表現することで、自分の生活を振り返ること
になった。
生徒は、小説の中の人物に対する手紙を書くと
いう方法で、新しいナラティブを通してオルナラ
ティブス トー リーを得たものと考えられる。数年
来の苦しみに眼を向けてそこを書き換え、そして
新しい自分となって行動に至る。その疑似体験と
して登場人物の手紙の中で自分の問題を出して虚
構と重ねて解決しようとしていた。
集まった100通あまりもの手紙には一人一人の
過去が書かれ、それぞれが友達に対する裏切り、
恋愛に関する葛藤、自分に対するもどかしさ、反
省が表現されていた。道徳的にこのようにすれば
いいといった解決方法や結論を出せない自分と向
き合っている生徒がその中にいた。言葉による傷
つきは言葉で自分を癒し、相手に対する詫びが多
く書かれていた。また、「先生」に対してどうす
ればいいかというアドバイスもかなり書かれてい
て、生徒たちは思い描いた人物がまるでそこに実
在しているかのように考えていた。この作品がい
くら小説だと言っても、生徒の中にはどうしても
この作品の中の先生は漱石自身に違いないと考え、
実在の人物による本当にあった内容であると考え
ているものもいた。そこまで感じさせる力をもつ
作品だからこそ、普遍性、影響力があるのであろ
う。そして漱石の作品には告白を促す何かがある。
小説 『こころ 下』も先生の遺書の部分は告白で
あり、その語りの聞き手は 「私」である。「私」
は学生でその語りを受け入れる関係ができている。
作品の構成も生徒の告白に結びついているといえ
る。読み手は今の場合筆者となり、そこを信頼し
てくれた生徒が告白してくれたものと考えて、気
になる生徒については気をつけて見守るようにし
た。
読書への関心も高まったので今後ヒーリングス
トー リーを集めて生徒に勧めることができたらと
考えている。
〈ブログ〉
試みとして行ったブログや、メールの利用は生
徒と教師との距離を縮め、生徒が安心して手軽に
表現することにつながった。廊下で多くの生徒が
授業の内容やブログについて多く語りかけてくる
ようになり、表現することに親しみやすくなった
ものと感じている。今後の活用については、情報
のモラルの徹底、書く内容についてなど、注意し
ていかなければいけないことはあるが、ますます
活用の可能性があるツールといえる。実際、「ミ
クシイ」の流行に見られるように、大学生では、
すでにインターネットの利用は当然のように普及
し、コミュニケーションの一手段として不可欠な
ものとなっている。ブログは、生徒同士コメント
を書き込み、ペンネームで語ることができるので、
自由度が増し、楽しんで利用できるものであるg
また、互いのコメントに対してやりとりができる
ので、コミュニケーションとして可能性の広がり
がある。
臨床では、メールカウンセリング、手紙カウン
セリングなどが、現在行われている。高校におい
ても、授業や提出された文章を注意して読むこと
で、生徒の悩みを見つけて、相談活動に結びつき、
メールや手紙を利用したやりとりが続くという効
果もあった。
今後は手紙や手書きの良さとともに、パソコン
のメールやブログの利用も含めた表現活動を文学
作品の理解と表現に役立てていくことも可能であ
る。情報機器を利用した表現活動は、現代の生徒
の内面を豊かにし、心の成長に結びつくだろう。
発展効果として以下のことがあった。
・日頃心を開かなかった子どもが自分を話す、書
く形で表現した。
・自己と向き合い、他者を理解しようとする。
・生徒自身が気付いていく読書の効果。
・自由な読書意欲の広がり。
<まとめ>
「こころ」(夏目漱石)では、友人との葛藤、
恋愛、大人になることの受け入れといった点に共
感的な読みが見られた。登場人物の設定、作品の
テーマ、ス トー リーの展開が高校生の発達課題に
近いため、自分を投影できる対象と見なされたと
き、一人ひとりの 「物語」ができあがり、自己の
形成に影響すると考えられる。多様な存在が認め
られた集団で、相互交流が盛んな授業を通して、
表現の自由を実感し、仲間と共有する喜びを味わ
うことで、自己の心理を見つめ、存在そのものを
?
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受け入れられた喜びとなり、ひいては自己肯定感
を高めることに結びつけることに有効であると考
えている。また、虚構の中で現実の自分を語るこ
とで小説の力を借り、自己を見つめることができ
たのであろう。
現在、臨床教育学、臨床文学教育、学校臨床学
といった学問分野がある。学際的な新しい視点に
立つことで、国語教育の可能性が広がり、従来現
場で感じてきた文学教育の意義が確かめられるの
ではないかと考える。どのような教材、学習方法
が生徒の内面に大きく働きかけられるか、語彙の
豊富さと内面の豊かさの検証、コミュニケーショ
ン能力と心理の発達などを検討したい。
今後の課題として、言葉に対する認識も深め、
豊かな語彙を身につけること、文学作品を読み、
虚構を生きることが、イニシエーションとして、
個人の人生における重要な青年期の成長と関わる
ことを見ていきたい。
参考文献
1)夏目漱石 :こころ。新潮文庫.
2)斎藤環 :文学の兆候。文藝春秋,2004.
3)岩宮恵子 :思春期をめぐる冒険 心理療法と
村上春樹の世界.日本評論社,2004.
4)石原千秋 :理想の教室 『こころ』おとなに
なれなかった先生。みすず書房,2005。
5)柄谷行人 :漱石論集成,第二文明社.1992.
6)田村毅 :インターネット・セラピーヘの招待
心理療法の新しい世界。新曜社,2003.
7)武藤清栄 ・渋谷英雄 編著 :メー ルカウンセ
リング その理論 ・技法の習得と実際。川島
書店,2006。
8)速水敏彦 :他人を見下す若者たち :講談社現
代新書,2006.
9)月刊国語教育 東京法令出版
10)下山晴彦編 他 :よくわかる臨床心理学.ミ
ネルヴァ, 2003.
11)野口裕二 :物語としてのケア ナラティブ・
アプローチの世界へ。医学書院,2002.
12)馬場證子 ・永井撤 共編 :ライフサイクル
30
の臨床心理学.培風館,1997.
13)近藤裕子 :臨床文学論―川端康成から吉本ば
ななまで一.彩流社,2003.
